
 

【別紙様式】 

令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画  

学校番号  学  校  名 

１ ８ ０ ３  岐阜工業高校定時 制  

学校教育目標  

１  基礎・基本の確実な定着と「生きる力」の育成  

   生 徒 一 人 一 人 の 実 態 を と ら え 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 内 容 を 確 実 に 身 に つ け た 人 材 の 育 成  

２  基本的生活習慣の確立  

   勤 労 と 学 習 の 両 立 を 図 り 、 基 本 的 生 活 習 慣 を 確 実 に 身 に つ け た 人 材 の 育 成  

３  工業技術科の活性化と進路支援の充実  

   ものづくりへの興味・関心を深め、多種多様な資格取得に対して積極的に挑戦する学習意欲を持った人材の育成  

スクール・  

ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 

カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

・  基礎・基本の内容を確実に身に付けた生徒  

・  豊かな人間性や自ら学び自ら考える力など「生

きる力」をもった生徒  

・  学習と勤労の両立を図り、礼儀正しく基本的生

活習慣を確実に身に付けた生徒  

・  ものづくりへの興味・関心を深め、様々な資格

取得に対し積極的に挑戦する学習姿勢をもった

人材の育成  

・  自ら学び自ら考える力の育成に努め、主体的に

問題解決する能力が身に付くよう体験的・問題

解決的な学習活動の充実  

・  自ら進んで文化やスポーツに親しみ、心身の健

康を保持増進するともに、人間性・社会性が育

まれるような特別活動の指導  

・  働きながら学ぶ姿勢があり、学校生活を真面目

に送り、ねばり強く努力できる生徒  

・  工業分野やものづくりに興味・関心がある生徒  

・  部活動、生徒会活動などに積極的に参加できる

生徒  

教育指導の重点  

（今年度の具体的な重点目標）  重点目標の達成に必要な具体的取組、方策  達成度の判断、判定基準あるいは評価指標  

１  教科指導の重点  

①  よ く わ か り 、 楽 し い 授 業 を

行 い ま す 。  

②  基 礎 ・ 基 本 の 定 着 を 図 り ま

す 。  

③  授 業 の 改 善 の 工 夫 ・ 教 材 教

具 の 開 発 に 取 り 組 み ま す 。  

①  授業アンケートの結果を踏まえ、生徒の実態に即したきめ細かな指導に努めます  

生徒とのコミュニケーションを重視した対話型授業を推進します。  

②  学 力 が 到 達 目 標 に 満 た な い 生 徒 へ の 学 習 支 援 を 積 極 的 に 行 い ま す 。  

③  教 材 の 工 夫 、自 作 プ リ ン ト 、実 物 教 材 、Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 活 用 を よ り 一 層 推

進 し 個 々 の 生 徒 の 達 成 感 が 得 ら れ る よ う 明 確 な 評 価 規 準 を 設 定  

❶授業アンケート、小テストによる生徒の理解力を評価  

❷授業時における、基礎・基本の定着度の確認を行う  

❸授業アンケートによって授業満足度を評価し、それぞ

れの課題を発見する  

２  生徒支援の重点  

①  基本的生活習慣を定着させます  

②  部 活 動 、 生 徒 会 活 動 を 活 性

化 さ せ ま す 。  

③  保 護 者 と の 連 携 を 強 化 し ま

す 。  

①  授 業 規 律 の 遵 守 と 生 活 リ ズ ム の 確 立 の 支 援 を し ま す 。 連 絡 会 等 を 利 用

し て 職 員 の 連 携 や 情 報 の 共 有 を 図 り ま す 。 教 育 活 動 全 体 を 通 し た マ ナ

ー 指 導 に よ り 、 活 力 が あ り 生 き 生 き と し た 学 校 生 活 を 推 進 し ま す 。  

②  部 活 動 と 生 徒 会 活 動 の 積 極 的 な 参 加 を 推 進 、 生 徒 が 自 主 的 な 行 動 を と

り 、 他 の 人 と の つ な が り が 築 け る 心 を 育 成 し ま す 。  

③  生 徒 実 態 を 踏 ま え た 効 果 的 な 学 校 行 事 を 実 施 し ま す 。  

④  公 開 授 や 保 護 者 交 流 会 を 実 施 し 、 H P等 に て 情 報 を 発 信 し ま す 。  

❶皆勤者、全校で１０人以上  

 自主的・積極的に挨拶ができる生徒の育成  

❷部活動の参加率の向上  

 学校行事の欠席率の減少  

❸保護者アンケートの肯定的意見９０％以上  

３  工業技術科活性化の重点  

①  きめ細やかな実習指導と安全教

育に取り組みます。  

②  資格取得を推進します。  

③  生徒実態に応じた進路支援を積

極的に行います。  

①  少 人 数 実 習 を 行 い 、 安 全 教 育 の 徹 底 を 図 り ま す 。 も の づ く り を 通 し て  

「 ひ と づ く り 」の 考 え の も と で 、学 ぶ 姿 勢 を 培 い 充 実 感 と 達 成 感 を 体 験

さ せ 自 己 肯 定 感 の 向 上 を 目 指 し ま す 。  

②  さ ま ざ ま な 資 格 に 関 す る 情 報 を 積 極 的 に 発 信 し 、 各 種 試 験 に 向 け て の

補 習 を 希 望 者 に 対 し て 実 施 し ま す 。  

③  本 人 の 希 望 、適 性 、能 力 に 応 じ た 進 路 支 援 の 充 実 を 図 り 望 ま し い 勤 労 観

職 業 観 を 育 成 し ま す 。 （ 進 路 ガ イ ダ ン ス 、 進 路 適 性 検 査 の 活 用 ）  

❶実習における基礎・基本の定着度と安全作業の徹底  

 実習報告書の内容と自己評価に向上をはかる  

❷ 資 格 ・ 検 定 試 験 の 全 体 合 格 率 の 向 上  

❸進路行事のアンケートの満足度の向上  

 卒業時の進路内定先９５％以上  

 


